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応用編 8. Ngraph を使って Word に波形を貼り付ける 

＜8.1 チュートリアル＞ 

 

シェアウェア Ngraph for Windows を使って Word に波形を貼り付ける方法を解説します。

Ngraph は下記で入手できます。 

http://www.vector.co.jp/soft/win95/business/se043185.html 

 

弊社のホームページより、テンプレートファイル grptest.ngp をダウンロードしておきます。

grptest.ngp を置くフォルダを grptest とします。 C:\ grptest \ grptest.ngp 

使用するポケットロジアナソフトのバージョンは、Ver4.10 または 4.11 です。 

 

（１） ロジアナので測定した波形を保存します。メニューの[ファイル｜名前を付けて保存]

で、拡張子を.grp とします（ファイル名は任意）。拡張子を.grp とすると、Ngraph用のフ

ァイル形式で波形が保存されます。 

 

 

【図 3-8-1】 

 

（２）保存したファイル grptest.grp をテキストエディタで開きます。左の-0.265 などの文字

は時間を表します。次の 11000000 の文字は CH1～CH8 のデータです。時間-0.265μS

から 7μS までの波形を Ngraph に読み込ませるため、-0.265 から 7.000 までの行を選択し、

クリップボードにコピーします。次に、テキストエディタで新規ファイルを開きクリップボード

のデータをペーストします。data.grp というファイル名で保存します。data.grp は、

grptest.ngp を置いたフォルダ C:\grptest とは別のフォルダに保存してください。 

 ここで、grptest.grp から data.grp を作るのは、Ngraph に読み込ませるデータ量が多すぎ

ると、波形描画に時間がかかるためです。表示したい部分のみを data.grp に移します。

data.grp の行数は数千行以下が適当です。 



 応用編 46 

 【図 3-8-2】 

 

（３）ngraph.exe をダブルクリックし、Ngraph を起動します。 

【図 3-8-3】 

 

（４）メニューの[グラフ｜開く]でテンプレート grptest.ngp を開きます。下記のダイアログが

現れますので、OK を押します。 

 

 【図 3-8-4】 
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（５）メニューの[出力｜描画]を選びます。下記のダイアログが現れますので、OK を押しま

す。波形が表示されます。ここで表示された波形は、grptest.ngp に入れてあるサンプルデ

ータです。 

 

 【図 3-8-5】 

 

【図 3-8-6】 

 

（6）grptest.ngp を置いたフォルダ C:\grptest に data.grp をコピーします。上書きの確認ダ

イアログが現れますので、OK を押します。 
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 【図 3-8-7】 

 

（7）メニューの[出力｜描画]を選びます。下記のダイアログが現れますので、OK を押しま

す。波形が表示されます。 

 

 【図 3-8-5】 

 

【図 3-8-6】 
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（8）メニューの[出力｜クリップボード]を選びます。下記のダイアログが現れますので、メタ

ファイルにチェックをし、OK を押します。波形がクリップボードにコピーされます。 

 

 【図 3-8-8】 

 

（９）ワードを起動します。メニューの[編集｜貼り付け]を選びます。下記のような波形がワ

ードに挿入されます。画面上では、線がガクガクになっていますが、印刷すると綺麗にで

ます。 

 

0 2 4 6

時間 ｔ (μS)

245 EN

500kHz

AD WR

AD INT

AD RD

IO RD

AD INT

DB001

Win Visual C++  AD変換開始時
信号名

 

【図 3-8-9】 
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（１０）メニューの[グラフ｜名前を付けて保存]を選びます。任意のファイル名をつけます。 

 

 
【図 3-8-10】 

 

下記のダイアログが現れますので、パス情報を relative、「データファイルを含める」にチ

ェックをし、OK を押します。現在の状態が、データファイルを含めて保存されます。また、

保存したファイル(grpuser.ngp)を Ngraph で開いたとき、データファイル(data.grp)を展開す

る場所が grpuser.ngp と同じフォルダとなります。 

 

 【図 3-8-11】 
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＜8.2 Ngraph の設定＞ 

 

（１） 波形表示範囲（時間軸） 

現在は、-0.2μS から６μS の範囲の波形を表示していますが、これを 0～3μS に変更し

ます。 

 

Axis Window の sX1 をダブルクリックします。sX1 は X 軸です。 

 【図 3-8-12】 

 

下記のダイアログが現れますので、最小値を 0 最大値を 3 にします。OK を押します。 

 

【図 3-8-13】 

 

 

同様に sU1 をダブルクリックして、sX1 と同様の設定をします。sU1 は上の目盛です。 

 

メニューの[出力｜描画]を選びます。「複数選択」のダイアログが現れますので、OK を押

します。波形が表示されます。 
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【図 3-8-14】 

 

（２） 時間軸の目盛 

青い縦線を 0.5μS 毎に引くように変更します。 

 

Axis Window の sX1 をダブルクリックします。下記のダイアログが現れますので、増分を

0.5 分割数を 5 にします。OK を押します。増分は青い縦線の間隔で、分割数は青い縦

線の間にある細かい目盛です。 

 

 

【図 3-8-1５】 

同様に sU1 をダブルクリックして、sX1 と同様の設定をします。sU1 は上の目盛です。 

 

メニューの[出力｜描画]を選びます。「複数選択」のダイアログが現れますので、OK を押

します。波形が表示されます。 
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【図 3-8-16】 

 

（３） タイトルと信号名 

タイトルや信号名をダブルクリックして編集することができます。 

 【図 3-8-1７】 

 

新たにテキストを置く場合は、テキストボタン（T のマークがあるボタン）を押した後、任意の

場所で左クリックしてください。 

 

（４） データファイル名 

データファイル名 data.grp を任意の名前に変更できます。 

Data Window の＃の 0 をダブルクリックします。 
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 【図 3-8-18】 

 

下記のダイアログが現れますので、ファイル名を変更します。OK を押します。 

 

【図 3-8-19】 

 

同様のことを Data Window の＃の 1～7 について繰り返します。新しいファイルを data.grp

があるフォルダに用意したあと、メニューの[出力｜描画]で波形を描きます。 


